
境南小 学校　第 5 学年

１　教科等名

２　単元名

協働 社会参画

時数

7

15

15

8

15

10

合計時数 70 時間

・たい肥作りを通して、肥料も手作りができるこ
とが分かり、野菜くずを生かしていこうとする意
欲が高まった。
・エコクッキングを通して、普段捨ててしまう皮
や根も工夫すれば食べられることに気付き、フー
ドロスを少しでも減らそうとする意識がついた。

・野菜作りとたい肥作りを同時に
行っていたため、１年の中でたい肥
を生かして野菜を作れるような計画
にする必要があった。
・夏野菜も冬野菜も長期休暇が挟
まってしまうため、その間の作物の
世話について校内への協力が必要
だった。

・探究課題をもう少し絞って、あ
とから出てきた課題に対応できる
余剰をもつ。
・これから使える時間とやりたい
ことをすり合わせるために、７０
時間分の計画表を掲示したり配布
したりする。

６ 指導上の工夫（①課題設定→②情報収集→③整理・分析→④発信・実行のサイクルが実現する工夫や手だて等）

・課題や活動計画を児童とともに考えられる単元計画を作成する。
・日々関わることができ、情報を得ないと活動が難しい自然を相手にした単元設定。
・野菜を中心にすることで、生活科や理科、社会の既習事項を生かし、進めていけるようにする。

７ 単元の振り返り

成　果（児童・生徒の変容等） 課　題 改善策

収穫したものを無駄なく食
べたり使用したりする方法
を考える

①サツマイモを無駄なく食べるためのレシピを考え、
調理する。
②秋冬に収穫する野菜を使ったエコクッキングのレシ
ピを考え、調理する。

学習のまとめをする ①境南フェスティバルで学習の成果についてほうこく
する。
②学んできたことについて整理し、自己や他者の成長
について考え、まとめる。

肥料について調べたり
作ったりする。

①生ごみを使ったたい肥のつくり方を調べる。
②生ごみたい肥のつくり方をゲストティーチャーに教えて
もらう。
③生ごみたい肥を作ってみる。

クリーンむさしのを推進する会
（エコReゾートにつないでも
らう）

畑を開墾し、夏野菜を
植えてみる

改良を加えながら秋植えの
野菜を育てる。

①秋に育てる野菜について、予算や時期を考えながら
決める。
②畑を再び耕し、大根・ほうれん草・小松菜・ねぎの
種を蒔く。

主な学習活動 関連教科
関連団体（連絡先等）

○学びに向か
　う力・人間
　性等の涵養

・人の役に立つ野菜作りを目指して、互いの考えを認め、高め合いながら活動に取り組
む。
・自分たちの生活をよりよくしていこうと、進んで取り組む。

・畑やプランターでの野菜作りを通して、野菜作りを生業としている方々の工夫や苦労を知る。
・捨ててしまう物から肥料を作ったり、環境によい肥料を選んだりする。
・収穫した野菜を食品ロスを出さないように、無駄なく食べれる方法を知り、作る。

○思考力・判
　断力・表現
　力等の育成

・環境や地域の問題を解決できる野菜作りの方法について考える。
・農家の方や園芸店のの方に野菜作りについて方法や工夫を情報収集する。

武蔵野市民科指導計画・報告書 武蔵野市立

実施時期 通年

よりよい生活を協力して築こうとする態度

地域や社会的課題などへの理解

①植える野菜について話し合う。
②校内にある畑を耕して、サツマイモを植える。
③教室のプランターで夏野菜を育てる。

総合的な学習の時間

５年１組 農業物語

３（1）　武蔵野市民科で育成する主な資質・能力 ３（2）詳細項目 目標達成に向けた他者との協力

４　単元の目標

○知識・技能
　の習得

今年度の総合的な学習
の計画を立てる

①総合的な学習の時間に何をするか考える。
②様々な探究テーマから、一番自分たちが興味のある
ことを選ぶ。
③テーマが決まったら、学習計画や目的を話し合う。

５ 単元計画

ねらい


